
　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　角館中学校（田口和典校長）の新制第 4
期生で作られた卒業 30 周年記念行事実行
委員会（小松誠実行委員長）が、7 月 30 日
に角館中学校を訪問し、生徒の様々な作品
を掲示するための展示板を寄贈しました。
　これは卒業 30 周年を記念し、同実行委員
会が同期生に呼びかけて行われたものです。
　小松実行委員長は「母校への感謝の気持
ちを込めて展示板を寄贈させていただきま
す」と話し、田口校長は「これまでは学校
祭の時などに展示板を校外から借用してい
たが、これからは日頃の生徒の作品を掲示
する際にも活用できるので大変助かります」
とお礼を述べました。

寄贈した展示板の前で握手する小松実行委員長（左）と田
口校長（右）。

　

２
０
１
８
年
８
月
31
日
を
も
っ
て
、
仙

北
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
隊
員
第
１
号

で
あ
る
私
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任

期
を
満
了
し
ま
す
。
楽
し
さ
、喜
び
、悩
み
、

変
化
し
続
け
た
３
年
間
を
終
え
、
仙
北
市

民
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
す
。

　

仙
北
市
へ
の
移
住
を
決
め
た
の
は
、
仙

北
市
へ
の
移
住
と
起
業
を
考
え
始
め
た
約

３
か
月
後
で
し
た
。
仙
北
市
に
移
住
し
て
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
３
年
の
任

期
を
終
え
た
あ
と
で
、「
休
耕
農
地
」
の
活

用
で
仕
事
が
作
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
、
ぼ
ん
や
り
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
だ
け
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
移

住
を
し
て
、
初
め
て
取
り
組
ん
だ
の
は
、

田
沢
地
域
の
全
戸
訪
問
で
し
た
。
ご
高
齢

の
方
が
一
人
で
畑
し
ご
と
と
趣
味
の
絵
を

愉
し
み
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
た
り
、
４
世

代
家
族
の
お
母
さ
ん
が
介
護
と
孫
育
て
を

頑
張
っ
て
い
た
り
、
バ
リ
バ
リ
働
く
ご
家

庭
で
３
回
訪
問
し
て
も
誰
に
も
会
え
な

か
っ
た
り
、
田
沢
の
ひ
と
た
ち
の
生
活
の

様
子
を
垣
間
見
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
田
沢
地
域
運
営
体
「
荷
葉
」

の
お
手
伝
い
や
、
新
た
な
協
議
会
の
立
ち

上
げ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
立
ち
上
げ
と
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
て
き
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
卒
業
。

尾崎美由紀 （おざき みゆき）
1984 年、北海道生まれ。熊本県の私立
高校を卒業後、山梨大学に入学。まちづ
くりや都市計画を学び、福島県内の企業
に就職。結婚や転職を経て、前職である
㈱プロジェクト地域活性に入社。「仙北
市食から始まる地域づくり推進協議会」

（会長　髙田肇）の事務局担当者として
仙北市に初めて訪れ、仙北市の人、自然、
歴史に惚れこみ、2015 年 9 月に仙北市
地域おこし協力隊員第 1 号として移住。

　

7
月
29
日
、
田
沢
湖
白
浜
の
お
ま

つ
り
会
場
で
「
第
48
回
た
ざ
わ
湖
・

龍
神
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
た
つ
こ
像
建
立
50
年
の
節

目
の
年
に
あ
た
る
こ
と
も
あ
り
、
建

立
を
祝
う
神
事
が
た
つ
こ
像
前
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
神
事
に
は
、
田
沢
湖

在
住
の
平
野
つ
く
し
さ
ん
と
藤
原
大

輔
さ
ん
が
扮
す
る
辰
子
姫
と
八
郎
太

郎
の
ほ
か
、
関
係
者
約
30
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
の
佐
藤
和

第 48 回たざわ湖・龍神まつり

湖の安全と縁結び祈願

　7 月 25 日、ダムの役割を学び森林や水などの自然の魅力に親し
んでもらおうと玉川ダム交流会が開催され、仙北市内の小学校 7
校と大仙市の内小友小学校、秋田市の上北手小学校の 4 年生 235
人が参加しました。
　玉川ダムの施設見学では、資料室やダム内部、発電所などで担当
職員の説明があり、児童たちは一生懸命メモをとっていました。
　昼食後は、下流公園の会場で木こり体験、しおり作りなどができ
る森林（もり）のコーナー、リトマス紙を使って酸性・アルカリ性
を調べる実験コーナーで、実際に体験をしながら楽しむ姿も見られ、
他校の児童と名刺交換をしながら交流を深めていました。
　お別れの会で、生保内小学校の小原遙真さんは「友だちと木のク
イズで全問正解できた。玉川ダムの水は農業用水や発電、飲み水に
使われているところがすごいと思った」と感想を述べました。

児童たちはダムのはたらきなど、たくさん学びました。

志
会
長
は
「
た
つ
こ
像
は
、
こ
れ
ま

で
田
沢
湖
の
知
名
度
を
上
げ
る
役
割

を
果
た
し
て
き
た
。
今
後
も
輝
き
続

け
て
も
ら
う
た
め
に
、
私
た
ち
も
努

力
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

田
沢
湖
白
浜
の
お
ま
つ
り
広
場
で

は
、
多
く
の
屋
台
が
立
ち
並
ん
だ
ほ

か
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
音
楽
祭
も

行
わ
れ
、
会
場
は
お
祭
り
ム
ー
ド
一

色
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

龍
み
こ
し
を
担
い
で
会
場
や
湖
畔

を
練
り
歩
く
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の「
双

龍
の
出
会
い
」
で
は
、
担
ぎ
手
た
ち

が
威
勢
の
よ
い
か
け
声
を
響
か
せ
な

が
ら
演
舞
を
披
露
し
、
夕
日
が
映
え

る
湖
に
入
っ
て
2
体
の
龍
が
出
会
う

場
面
が
再
現
さ
れ
る
と
、
訪
れ
た
観

客
か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

迫力の双龍の出会い。

森
と
湖
に
親
し
む
旬
間

卒業 30 周年で母校に寄贈玉
川
ダ
ム
交
流
会

辰
子
姫
と
八
郎
太
郎
に
扮
し
た
平
野
さ
ん
（
右
）
と
藤
原
さ
ん
（
左
）。

　

雪
を
愉
し
み
た
く
て
取
り
組
ん
だ
雪
上

尻
相
撲
、
田
沢
湖
の
周
り
で
開
催
し
た
青

空
ヨ
ガ
、
県
外
に
住
む
友
人
を
招
い
て
仙

北
市
を
案
内
し
た
こ
と
も
10
回
で
は
足
り

ま
せ
ん
。
憧
れ
で
住
み
始
め
た
仙
北
市
で

す
が
、
住
ん
で
み
て
気
づ
い
た
新
た
な
魅

力
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
都
市
部
に

生
活
し
て
い
て
は
得
ら
れ
な
い
癒
し
が
た

く
さ
ん
あ
る
の
が
仙
北
市
で
す
。

　

現
在
、
私
が
立
ち
上
げ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

タ
イ
ニ
ー
フ
ィ
ー
ル
ズ
で
取
り
組
ん
で
い

る
の
は
、
企
業
に
勤
め
る
人
た
ち
の
た
め

の
職
場
の
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
す
研
修
で
す
。

都
会
で
も
田
舎
で
も
、
人
材
不
足
で
悩
む

企
業
が
増
え
て
い
る
の
で
、
企
業
に
勤
め

る
人
た
ち
に
は
、
働
く
環
境
改
善
研
修
を

す
る
こ
と
で
、
働
き
続
け
ら
れ
る
会
社
づ

く
り
の
お
手
伝
い
を
し
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

研
修
と
し
て
田
沢
に
来
て
も
ら
う
こ
と
で
、

働
く
活
力
を
養
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

仙
北
市
の
方
々
、
中
で
も
田
沢
に
住
む
皆

さ
ん
に
は
温
か
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
、

心
強
い
思
い
を
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
尾
崎
で
す
！
」
と
い
う
挨
拶
を
す
る

こ
と
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
寂
し

い
思
い
も
あ
り
ま
す
が
、
仙
北
市
を
愛
す

る
市
民
の
一
人
と
し
て
、
今
後
も
仙
北
市

で
暮
ら
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
末
永
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

寒さもなんのその！「雪上尻相撲大会」。市外の地域おこし協力隊員を招いて、みんなで「ゾンビメイク」。乳頭温泉郷での「ブナ森ヨガ」。森林に囲まれリフレッシュ！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
第
１
号

尾
崎 

美
由
紀
さ
ん
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規律訓練の部で優勝した第 8 分団。

仙
北
市
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

（　

）
は
地
区
名
。

▼
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

第
３
位　

第
４
分
団
３
班（
神
代
）

第
５
位　

第
８
分
団
（
白
岩
）

第
６
位　

第
４
分
団
１
班（
神
代
）

▼
規
律
訓
練
の
部

優　

勝　

第
８
分
団
（
白
岩
）

第
５
位　

第
９
分
団
（
雲
沢
）

第
14
位　

第
10
分
団
（
中
川
）

　

７
月
14
日
、
大
仙
市
の
『
大
曲
の
花
火
公

園
』
で
、
秋
田
県
消
防
協
会
大
仙
仙
北
美
郷

支
部
消
防
訓
練
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
２
市
１
町
の
各
大
会
で
勝
ち
上

が
っ
た
上
位
分
団
が
出
場
し
、
小
型
ポ
ン
プ

操
法
と
規
律
訓
練
で
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

仙
北
市
か
ら
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

に
第
４
分
団
１
班
・
３
班
、
第
８
分
団
が
、

規
律
訓
練
の
部
に
は
第
８
分
団
、第
９
分
団
、

第
10
分
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

小型ポンプ操法の部で 3 位に入賞した第 4 分団 3 班。

　

６
月
28
日
付
け
で
、
厚
生

労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
状
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
田
・
小
波
内
・
相
内
・

相
内
潟
を
高
橋
昇
治
さ
ん
が

担
当
し
ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
福
祉
の

た
め
活
動
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す

吉
田
・
小
波
内
・
相
内･

相
内
潟
地
区
担
当

高
橋
昇
治
さ
ん　

電
話
（
48
）
２
１
０
１

　

７
月
12
日
、
秋
田
県
立

武
道
館
（
秋
田
市
）
で
開

か
れ
た
「
第
37
回
秋
田
県

身
体
障
害
者
福
祉
大
会
」

で
畠
山
ミ
ヨ
さ
ん
が
秋
田

県
知
事
か
ら
、
白
川
フ
ミ

子
さ
ん
、
藤
原
シ
ゲ
子
さ

ん
が
秋
田
県
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
長
か
ら
団
体
育

成
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
長
年
に
わ

た
り
仙
北
市
身
体
障
害
者

協
会
の
事
業
に
積
極
的
に

参
加
し
、
育
成
と
発
展
に

尽
力
さ
れ
た
と
し
て
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

第 37 回秋田県身体障害者福祉大会

左から藤原シゲ子さん、白川フミ子さん、畠山ミヨさん。

団体育成功労者表彰を受賞

2018-8-16

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　

仙
北
市
堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

28
年
度
よ
り
国
の
畜
産
環
境
総
合
整

備
事
業
に
よ
り
整
備
を
進
め
、
本
年

３
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
、
市
内
の
畜
産
農
家

よ
り
排
出
さ
れ
る
家
畜
排
せ
つ
物
の

堆
肥
化
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
、
堆
肥
の
成
分
分
析
を
行
っ
て
お

り
、
成
分
の
安
定
し
た
後
に
特
殊
肥

料
と
し
て
、
皆
さ
ま
に
販
売
さ
せ
て

い
た
だ
く
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特
殊
肥
料

の
販
売
に
あ
た
り
、
肥
料
（
堆
肥
）

の
名
称
を
６
月
18
日
か
ら
７
月
13
日

に
か
け
て
広
報
等
で
募
集
を
し
た
と

こ
ろ
、
市
内
外
か
ら
34
件
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
選
考
委
員
会
に
よ
る

松橋さん（右）には、感謝状と記念品が贈呈されました。

仙

選
考
の
結
果
、
大
仙
市
在
住
の
松
橋

友
理
絵
さ
ん
の
作
品『
仙
北
の
底
力
』

が
、
仙
北
市
農
業
の
魅
力
を
表
現
す

る
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し

て
、採
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
『
仙
北
の
底
力
』
の
「
底
」
は
、
田

沢
湖
の
底
が
日
本
一
深
い
こ
と
に
か

け
「
底
力
を
発
揮
し
て
日
本
一
お
い

し
い
農
作
物
を
生
産
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
松
橋
さ
ん
の
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

松
橋
さ
ん
に
は
、
門
脇
市
長
か
ら

感
謝
状
と
記
念
品
と
し
て
㈱
秋
田
仙

北
夢
牧
場
で
生
産
さ
れ
た
和
牛
サ
ー

ロ
イ
ン
ス
テ
ー
キ
肉
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

北 の 底
力

　

７
月
25
日
、
美
郷
町
公
民
館
で

開
催
さ
れ
た
「
第
52
回
一
般
財
団

法
人
秋
田
県
遺
族
連
合
会  

大
仙

市
・
仙
北
市
・
仙
北
郡
戦
没
者
遺

族
地
方
大
会
」
で
、
長
年
の
仙
北

市
遺
族
会
活
動
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
た
戸
澤
幹
夫
さ
ん
に
秋
田
県
遺

族
連
合
会
会
長
よ
り
功
労
者
表
彰

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
仙

北
市
遺
族
会
会
員
の
皆
さ
ん
に
、

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
来
年

度
は
仙
北
市
が
会
場
と
な
り
ま
す
。

表
彰
を
受
け
た
戸
澤
幹
夫
さ
ん
。

　

７
月
23
日
か
ら
26
日
ま
で
の
３
泊

４
日
で
、
仙
北
市
の
地
域
資
源
で

あ
る
温
泉
と
食
を
組
み
合
わ
せ
た
健

康
増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
は
、
台
湾
の
旅

行
会
社
か
ら
３
人
の
女
性
を
招
き
、

健
康
・
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
、
ブ
ナ

林
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
カ
ヌ
ー
体
験
、

ア
ロ
マ
体
験
等
を
行
っ
た
ほ
か
、
地

元
食
材
を
使
っ
た
健
康
食
を
味
わ

い
、
温
泉
施
設
に
宿
泊
す
る
と
い
う

内
容
で
す
。
参
加
者
か
ら
は
、「
台

湾
で
も
知
名
度
の
高
い
温
泉
に
入
る

こ
と
が
で
き
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の

体
験
は
、
と
て
も
体
に
よ
さ
そ
う
だ
」

と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ヘルスケアツーリズム

モニターツアーを行いました

大仙市・仙北市・仙北郡

戦没者遺族地方大会

台湾旅行会社の皆さんは、市役所田沢湖庁舎を訪問し、倉橋副市長（左）にあいさつ。
今後は、このモニターツアーの成果をインバウンドの誘致と観光客、市民の健康増
進につなげていきます。

秋田県消防協会 大仙仙北美郷支部消防訓練大会
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　

今
年
５
月
に
仙
北
市
と
株
式
会
社
ポ
ー

ラ
と
の
間
で
締
結
し
た
「
健
康
・
美
の
た

め
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
連
携
協
定
」
の
事
業
の

1
つ
と
し
て
、
７
月
19
日
に
「
美
肌
県
秋

田
仙
北
市　

温
泉
郷
美
肌
講
座
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
株
式
会
社
ポ
ー
ラ
よ
り
、
昨

年
の
美
肌
県
グ
ラ
ン
プ
リ
で
秋
田
県
が
３

位
で
あ
っ
た
と
い
う
結
果
を
踏
ま
え
て
、

今
年
度
１
位
を
取
る
た
め
に
、
生
活
習
慣

の
改
善
や
う
る
お
い
対
策
の
必
要
性
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
島
根
県
に
あ
る
玉
造
温
泉
の
温

泉
ソ
ム
リ
エ
の
藤
田
智
加
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
玉
造
温
泉
で
の
取
り
組
み
と
美
肌
へ

の
温
泉
効
果
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
入

口
な
ど
に
書
か
れ
て
あ
る
温
泉
分
析
表
の

見
方
や
泉
質
に
よ
っ
て
異
な
る
特
徴
の
説

明
に
、
参
加
者
は
よ
り
身
近
に
温
泉
や
美

肌
へ
の
効
果
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

藤
田
さ
ん
は
「
こ
こ
の
温
泉
は
皆
さ
ん

が
よ
く
知
っ
て
い
る
。
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
の
は
そ
の
皆
さ
ん
で
す
」
と
お
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
は
、
肌
チ
ェ
ッ
ク
や
ハ
ン
ド

ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
体
験
が
行
わ
れ
美
肌
へ

の
意
識
を
高
め
た
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

美
肌
県
秋
田
仙
北
市

温
泉
郷
美
肌
講
座

講
演
後
に
行
わ
れ
た
肌
チ
ェ
ッ
ク
（
左
）
や
ハ
ン
ド
ト
リ
ー
ト

メ
ン
ト
体
験
（
右
）。

　

７
月
21
日
に
秋
田
県
生
活
環
境
部
自

然
保
護
課
主
催
で
田
代
平
避
難
小
屋
の

防
腐
塗
装
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
作
業
に
は
、
角
館
高
校
山
岳

部
、
大
曲
高
校
登
山
部
、
大
曲
工
業
高

校
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
、
ホ
シ
ガ

ラ
ス
の
会
、
環
境
省
、
秋
田
県
自
然
保

護
課
、
仙
北
市
観
光
課
な
ど
総
勢
46
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

作
業
中
は
和
気
あ
い
あ
い
と
外
壁
の

ペ
ン
キ
塗
り
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
頑

張
り
の
お
か
げ
で
、
予
定
よ
り
１
時
間

ほ
ど
早
く
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
自
然
公
園
施
設
の
整

備
に
よ
り
一
層
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

田代平避難小屋

参加した高校生の皆さん。

第 38 回全日本バレーボール小学生大会秋田県大会

角館小学校の児童が全県優勝に貢献

左
か
ら
、
高
橋
陽
菜
さ
ん
（
６
年
）、
高
橋
來
唯
さ
ん
（
５
年
）、

根
布
谷
優
花
さ
ん
（
６
年
）、
小
松
美
咲
さ
ん
（
同
）。

　

６
月
23
日
・
24
日
、
Ｃ
Ｎ
Ａ

ア
リ
ー
ナ
★
あ
き
た
（
秋
田

市
）
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
た

「
第
38
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
小
学
生
大
会
秋
田
県
大
会
」

で
角
館
小
学
校
の
小
松
美
咲
さ

ん
（
６
年
）、
高
橋
陽
菜
さ
ん

（
同
）、根
布
谷
優
花
さ
ん
（
同
）、

高
橋
來
唯
さ
ん
（
５
年
）
が
所

属
す
る
中
仙
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
が
初
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
全
県
か
ら
32

チ
ー
ム
が
参
加
、
１
回
戦
か
ら

順
当
に
勝
ち
進
み
、
角
館
小
学

校
の
メ
ン
バ
ー
の
活
躍
も
あ
り

見
事
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
つ

か
み
ま
し
た
。

　

中
仙
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
は
、
角
館
小
学
校
の

50m 背泳ぎ（9 歳以下男子）

木元晴樹くんが優勝
　

７
月
８
日
、
秋
田
県
立
総
合

プ
ー
ル
（
秋
田
市
）
で
開
催
さ
れ

た
「
第
41
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水

泳
競
技
大
会
・
秋
田
県
予
選
会
」

で
50
ｍ
背
泳
ぎ
に
出
場
し
た
ア
ク

ア
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
所
属
の
木
元

晴
樹
く
ん
（
西
明
寺
小
３
年
）
が

９
歳
以
下
男
子
の
部
で
優
勝
し
ま

し
た
。

得
意
の
背
泳
ぎ
で
優
勝
し
た
木
元
晴
樹
く
ん
。

　西木町出身の作家・西木正明さんを囲む集いが、
7 月 21 日に仙北市総合情報センターで開催され、
市民など約 70 人が参加しました。
　この集いは、秋田さきがけ新報に平成 7 年から
連載中の時評集『複眼流』の出版を記念し、秋田
魁新報社と学習資料館の共催により行われました。
　西木さんと門脇市長との対談で、西木さんは「取
材で世界各地をまわったが、仙北市ほどすばらし
く、落ち着く場所はない」と故郷への思いを語り
ました。門脇市長は『複眼流』の中で気に入った
文章を紹介し「西木さんの徹底的に取材をしてか
ら本にまとめるスタイルの根源が垣間見えた」と
話しました。
　対談後には、サイン会も行われ、参加者は西木
さんとの会話も楽しんでいました。左から、秋田魁新報社の伊藤毅論説委員長、西木正明さん、門脇市長。

西木正明さん故郷への思い語る

　

７
月
12
日
に
温
泉
浴
マ
イ
ス
タ
ー
人
材
育
成

講
座
（
主
催
／
仙
北
市
温
泉
療
養
研
究
会　

会

長　

西
明
寺
診
療
所
所
長　

市
川
晋
一
）
が
、

西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
ク
リ
オ
ン
を
会
場

に
開
催
さ
れ
、
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
南
昌
セ
ン
タ
ー

長
の
吉
岡
尚
文
先
生
、
西
木
調
剤
薬
局
の
畠
玲

子
先
生
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
温
泉
の
泉

質
や
効
用
、
安
全
な
入
浴
方
法
な
ど
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
秋
田
市
・
大
仙
市
か
ら
の
受
講

者
を
含
め
24
人
が
集
ま
り
、
講
師
の
わ
か
り
や

す
い
お
話
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
最
後
ま
で
真

剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

最後には認定試験が行われ、受講者全員に温泉浴マイスター認
定証が交付されました。

温
泉
浴
マ
イ
ス
タ
ー
人
材
育
成
講
座

2018-8-16

ほ
か
、
大
仙
市
中
仙
地
域
や
太

田
地
域
の
小
学
校
な
ど
、
合
わ

せ
て
５
校
の
児
童
か
ら
な
る
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
。
メ
ン
バ
ー
を

束
ね
る
キ
ャ
プ
テ
ン
の
高
橋
美

陽
さ
ん
（
中
仙
小
６
年
）
は
「
み

ん
な
で
声
を
出
し
て
心
を
１
つ

に
プ
レ
ー
し
た
い
。
そ
し
て
予

選
リ
ー
グ
を
突
破
し
て
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
い
き
た
い
」

と
、
力
強
く
全
国
大
会
で
の
目

標
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

４
人
が
所
属
す
る
中
仙
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
、
秋
田
県
代
表
と
し
て
８
月

７
日
か
ら
神
奈
川
県
川
崎
市
の

と
ど
ろ
き
ア
リ
ー
ナ
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
た
「
第
38
回
全
日

本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大

会
」
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

木
元
く
ん
は
、
１
年
生
の
時
に

ア
ク
ア
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入

団
、
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

ク
リ
オ
ン
の
プ
ー
ル
で
同
団
の
渡

辺
友
康
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
記
録
を
伸
ば
し
、
今
大
会
は
40

秒
94
で
優
勝
し
ま
し
た
。
木
元
く

ん
は
「
得
意
な
種
目
は
背
泳
ぎ
。

水
泳
は
好
き
だ
し
、
泳
い
で
い
て

楽
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

防腐塗装作業を行いました！
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